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①事業採択後３年経過して未着工の事業（経過措置）

②事業採択後５年経過して継続中の事業

③着工準備費又は実施計画調査費の予算化後３年経過した事業

④再評価実施後３年経過した事業

⑤社会経済情勢の急激な変化、技術革新等により再評価の実施
のの必要が生じた事業

国道１０号(都城志布志道路)

都城道路（Ⅱ期）

平成平成２２３３年度年度 第第３３回回
九州地方整備局九州地方整備局 事業評価監視委員会事業評価監視委員会

みやこのじょう
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１.目的・事業概要・これまでの経緯

・ 都城道路(Ⅱ期)は完成４車線の自動車専用道路である。

・ 地域高規格道路「都城志布志道路」の一部を形成し、
都城IC～志布志港を結ぶ産業や観光の基幹ルートと
なる。

◆目 的

▲ 国道１０号都城道路(Ⅱ期)の概要図 【本資料 道路-4-6】

◆事業概要

▲ 位置図 【本資料 道路-4-1】

○一般部

○中小橋
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▲ 標準横断図[完成４車線（自動車専用道路）]（単位：ｍ）

○広域ネットワークの形成

○交通混雑の緩和
・ 通過交通の転換を促し、都城市街地部の交通混雑を

緩和する。

※都城道路（Ⅱ期）：約1.3％、用地進捗率：約0％（事業費ベース）

▼事業経緯【本資料 道路-4-19】

【本資料 道路-4-7】

延長 L=5.7km

幅員
W=20.5m（4車線）
【暫定2車線：10.5m】

計画交通量
①23,700台/日
②14,200台/日
③34,600台/日
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○長大橋

平成19年度
   事業化、事業計画説明会
   路線測量、地質調査

平成20年度    環境調査

平成21年度    道路設計

平成22年度
   交差点設計、都市計画変更
   河川協議

平成23年度    内水解析調査

【本資料 道路-4-7】
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２.事業の効果・必要性（広域ネットワークの形成）

◆都城市は畜産の産出額が全国第１位であり、都城・曽於地域には、志布志港で取扱
う配合飼料の約５割が輸送されている。当該道路の整備により広域ネットワークが
形成され、輸送時間が短縮することで、物流の効率化が図られる。

◆なお、志布志港は国際バルク戦略港湾に指定されており、今後も宮崎県にとって重
要な畜産飼料の供給を担うものである。 【本資料 道路-4-2、3】

■畜産の産出額（全国上位５位）

資料：生産農業所得統計（H18年）

※H19年以降は都道府県別データのため、H18年で整理した。

資料：都城市提供資料、H22旅行速度調査結果

■志布志港からの配合飼料出荷量の推移

全国
第１位

【【整備前整備前】】
志布志港から志布志港から国道１０号国道１０号
等を利用等を利用して都城ＩＣへして都城ＩＣへ

配合飼料を輸送する場合配合飼料を輸送する場合
約７０分かかる約７０分かかる

【整備前】末吉IC～有明北IC間は60km/h、
それ以外の道路はH22交通量調
査結果の平日旅行速度を用いて
所要時間を算出。

【整備後】都城道路は70km/h・都城道路
(Ⅱ期)は80km/h、都城志布志道
路(五十町IC以南)は60km/h、そ
れ以外の道路はH22交通量調査
結果の平日旅行速度を用いて所
要時間を算出。

■整備前後の所要時間の変化
（都城IC～志布志港間）
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【【整備後整備後】】
広域ネットワークである広域ネットワークである

都城志布志道路を利用都城志布志道路を利用するする
ことによって、輸送にかかることによって、輸送にかかる
所要時間が所要時間が約２５分短縮約２５分短縮

■志布志港からの配合飼料の輸送先（H21）

約２５分
短縮

▲配合飼料の輸送状況
(都城志布志道路：末吉IC～有明北IC)

＜整備効果＞
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新規事業採択時評価
（H18年度）
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九州　１．０８
(約８８４万台)

都城市　１．０８
(約１４万台)

宮崎県　１．０７
(約８８万台)

◆前回評価以降、都城市の自動車保有台数や交通量に大きな変化はなく、並行現道に
は旅行速度が低い区間も存在していることから、依然として事業の必要性は高い。

２.事業の効果・必要性（交通混雑の変化）

■観測地点位置図

■自動車保有台数の推移

資料：市区町村別自動車保有車両数、市区町村別軽自動車車両数

新規事業採択時評価
（H18年度）

【本資料 道路-4-9、12】■交通量の推移

＜国道１０号〔①都城市都北町〕＞

＜国道１０号〔②都城市上町〕＞

資料：H11・H17道路交通センサス、H22交通量旅行調査結果

資料：H22旅行速度調査結果
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新規事業採択時評価
（H18年度）

新規事業採択時評価
（H18年度）
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◆本事業はＨ19事業化後、路線測量及び地質調

査を経て、Ｈ21に道路設計を実施済み。

◆本事業の沿線である金田地区が大雨による内

水被害が頻発している地域であることから、

Ｈ22に都城市及び土地改良区から本事業によ

る金田地区の内水影響検討を要望された。

◆要望を受け、今年度内水検討を実施しており、

今後、検討結果を基に地元設計協議、用地幅

杭設置を実施する予定である。

３.事業の進捗状況

＜内水被害・対策検討イメージ＞

通常、雨が降ると樋門を開き、周辺地域
に被害が生じないよう川へ放流。

川の増水時には逆流を防ぐため樋門を
閉じる。これにより用水路から溢れた水
（内水）が農地に溜まり浸水被害が発生。

盛土構造の道路整備により、内水の浸水
状況が現状より悪化することが懸念され
るため、道路整備後の内水影響を検討。

都城道路（Ⅱ期）

▲ 都城市金田地区

通常は大淀川に放流

増水時には農地で
の浸水被害が発生

盛土の道路整備で
浸水面積の拡大
を招く恐れがある

至 乙房ＩＣ

至 都北ＩＣ
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：現況水路
：排水方向
：樋門

都城道路（Ⅱ期）

浸水想定
区域

盛土構造
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４.前回評価時からの変化（事業費）

◆事業費の変動と主な要因

※上段：単純合計（税込み）、下段：現在価値化後

【本資料 道路-4-18、19、34、35】

①基準年の変更

（H18→H23）による増

②維持管理単価の変更による減

（交通安全費の考慮及び維持管

理費の実績を反映）及び評価期

間の変更（40年→50年）によ

る増

③事業費計上パターンの変更に

よる減
約210億円
（約117億円）

約50億円
（約12.51億円）

約160億円
（約104.82億円）

全事業

事業費

約224億円
（約136億円）

約65億円
（約19.02億円）

約160億円
（約116.69億円）

全事業

約158億円
（約102.56億円）

－

約208億円
（約115億円）

－合計

主な変動要因

残事業残事業

約50億円
（約12.51億円）

－維持管理費

今回評価
（H23年度）

新規事業採択時評価
（H1８年度）項 目
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４.前回評価時からの変化（便益）

◆便益の変動と主な要因

①原単位の変更による減

②基準年の変更（H18→H23）による増

③評価期間の変更（40年→50年）による増

約250億円－残事業

主な変動要因

約250億円約330億円全事業

今回評価
（H23年度）

新規事業採択時評価
（H1８年度）

項 目

※現在価値化後の便益

【本資料 道路-4-18、19】
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４.前回評価時からの変化（Ｂ／Ｃ）

※（ ）書き上段：現在価値化後の便益 下段：現在価値化後の事業費（維持管理費を含む）

※Ｂ／Ｃ算定上の仮定 平成40年度全線完成供用

・走行時間短縮便益：159億円
・走行経費減少便益： 60億円
・交通事故減少便益： 30億円

計： 250億円

―残事業

・走行時間短縮便益：159億円
・走行経費減少便益： 60億円
・交通事故減少便益： 30億円

計： 250億円

全事業

備 考
今回評価

（H23年度）
新規事業採択時評価

（H1８年度）
項 目

250億円
117億円

２.１ ＝
330億円
136億円

２.４ ＝

◆Ｂ／Ｃの変化

250億円
115億円

２.２ ＝

【本資料 道路-4-18、19】
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５．対応方針（原案）

○よって、当該事業の完成供用に向けて事業を継続することとしたい。

○都城志布志道路は、広域ネットワークを形成することにより物流効
率化など産業活動を支援する道路である。

○都城市街地の交通混雑に対し、｢バイパス効果｣と｢分散導入効果｣を
有する都城道路(Ⅱ期)の整備により、円滑な交通を確保することが
可能である。

○費用対効果も十分高い事業である。

○事業進捗度は、事業費ベースで約1.3％〔約2億円/約160億円〕〔平
成22年度末〕であるものの、地元自治体からの協力体制も確立して
いることから今後の円滑な事業執行が可能である。

【本資料 道路-4-22】


